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500円

ー
ラ
シ
ア
大
陸
東
側
で
の
帝
国
主

義
の
世
界
戦
略
の
具
体
化
だ
。

し
か
し
、
西
側
帝
国
主
義
の
戦
争

政
策
は
、
そ
の
強
さ
の
現
わ
れ
で

は
な
い
。
力
の
哀
退
を
知
る
が
ゆ

え
に
い
っ
そ
う
強
暴
な
手
段
で
こ

れ
ま
で
の
世
界
支
配
の
枠
組
み
に

し
が
み
つ
こ
う
と
し
て
い
る
の

だ
。
バ
イ
デ
ン
政
権
の
異
常
な
中

国
敵
視
の
姿
勢
は
米
帝
国
主
義
の

余
裕
の
無
さ
、
焦
燥
感
の
現
わ
れ

だ
。
ア
メ
リ
カ
を
先
頭
と
す
る
西

側
帝
国
主
義
は
、
中
国
の
発
展
、

Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
ｓ
あ
る
い
は
Ｇ
20
参
加

の
新
興
国
の
国
力
の
増
強
、
グ
ロ

ー
バ
ル
サ
ウ
ス
と
呼
ば
れ
る
国
ぐ

に
の
成
長
の
な
か
で
、
世
界
経
済

と
国
際
政
治
に
お
け
る
影
響
力
を

著
し
く
低
下
さ
せ
て
い
る
。
た
と

え
ば
一
九
八
〇
年
に
は
世
界
経
済

全
体
の
六
一
％
を
占
め
た
Ｇ
７
の

Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
二
〇
二
一
年
に
は
四
三

％
ま
で
低
下
し
て
い
る
。
二
〇
三

〇
年
に
は
、
主
要
新
興
国
七
か
国

（
中
国
、
イ
ン
ド
、
ブ
ラ
ジ
ル
、

ロ
シ
ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
メ
キ

シ
コ
、
ト
ル
コ
）
の
経
済
規
模
は

Ｇ
７
を
追
い
抜
く
と
予
想
さ
れ
て

い
る
。
い
ず
れ
軍
事
力
で
も
西
側

に
追
い
つ
く
日
が
来
る
だ
ろ
う
。

追
い
詰
め
ら
れ
た
野
獣
ほ
ど
怖
い

も
の
は
な
い
。
西
側
帝
国
主
義
は

現
在
は
ま
だ
優
位
に
あ
る
軍
事
力

を
頼
み
に
洋
の
東
西
で
必
死
の
攻

勢
に
出
て
い
る
の
だ
。

同
時
に
か
れ
ら
は
、
新
興
国
や
発

展
途
上
国
の
間
に
く
さ
び
を
打
ち

込
み
自
陣
営
へ
取
り
込
む
策
略
を

強
め
て
い
る
。
今
次
サ
ミ
ッ
ト

に
、
イ
ン
ド
（
Ｇ
20
議
長
国
）、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
（
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
議

長
国
）、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
（
ク

ア
ッ
ド
加
盟
国
）、
韓
国
、
ク
ッ

ク
諸
島
（
太
平
洋
諸
島
フ
ォ
ー
ラ

ム
議
長
国
）、
コ
モ
ロ
（
ア
フ
リ

カ
連
合
議
長
国
）、
ブ
ラ
ジ
ル
、

ベ
ト
ナ
ム
を
招
待
し
た
の
も
そ
う

し
た
意
図
か
ら
だ
。

遮
二
無
二
戦
争
に
突
き

す
す
む
岸
田
政
権

議
長
国
と
し
て
こ
の
「
戦
争
サ
ミ

今
次
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
事
態
は
、
一

九
九
〇
年
前
後
に
生
じ
た
社
会
主

義
世
界
体
制
倒
壊
後
の
、
湾
岸
戦

争
に
は
じ
ま
り
、
ユ
ー
ゴ
空
爆
・

解
体
、
ア
フ
ガ
ン
、
イ
ラ
ク
、
リ

ビ
ア
へ
の
侵
略
と
つ
づ
き
（
並
行

し
て
東
欧
・
旧
ソ
連
邦
構
成
共
和

国
に
お
け
る
「
カ
ラ
ー
革
命
」
が

仕
組
ま
れ
た
）
現
在
も
継
続
す
る

西
側
帝
国
主
義
に
よ
る
世
界
制
覇

戦
争
（
現
存
社
会
主
義
国
家
、
反

帝
自
主
の
国
家
・
勢
力
を
根
絶
し

帝
国
主
義
の
一
元
的
世
界
支
配
を

完
成
さ
せ
る
た
め
の
戦
争
）
の
最

重
要
局
面
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が

で
き
る
。
ロ
シ
ア
を
解
体
な
い
し

決
定
的
に
弱
体
化
さ
せ
、
社
会
主

義
中
国
、
朝
鮮
に
ま
で
侵
略
・
支

配
の
手
を
伸
ば
そ
う
と
す
る
世
界

戦
略
に
基
づ
き
こ
の
戦
争
は
遂
行

さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
お
よ
び
西
側
帝
国
主
義

の
側
に
い
ま
こ
の
戦
争
を
止
め
る

意
思
は
な
い
。
戦
闘
を
で
き
る
限

り
引
き
延
ば
し
ロ
シ
ア
を
徹
底
的

に
消
耗
さ
せ
プ
ー
チ
ン
政
権
を
崩

壊
さ
せ
る
こ
と
が
か
れ
ら
の
ね
ら

い
な
の
だ
。
そ
の
た
め
に
西
側
帝

国
主
義
国
は
、
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
政

権
に
未
曾
有
の
規
模
の
軍
資
金
を

拠
出
し
、
各
国
が
保
有
す
る
最
新

鋭
の
兵
器
（
戦
車
や
ミ
サ
イ
ル
だ

け
で
な
く
戦
闘
機
も
）、
さ
ら
に

ま
ぎ
れ
も
な
い
核
兵
器
で
あ
る
劣

化
ウ
ラ
ン
弾
ま
で
供
与
し
、
人
口

衛
星
等
で
つ
か
ん
だ
軍
事
情
報
を

提
供
し
、ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
へ
の
作

戦
指
導
や
兵
士
の
訓
練
を
行
な

い
、西
側
メ
デ
ィ
ア
を
総
動
員
し

て
「
ロ
シ
ア
・
プ
ー
チ
ン
悪
魔

化
」宣
伝
を
展
開
し
て
い
る
の
だ
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
が
ユ
ー
ラ
シ
ア

大
陸
西
側
に
お
け
る
帝
国
主
義
の

世
界
制
覇
戦
争
と
す
れ
ば
、
ア
ジ

ア
版
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
に
示
さ
れ
る
対
中

国
・
対
朝
鮮
包
囲
網
づ
く
り
は
ユ

決
意
を
こ
と
あ
る
ご
と
に
語
っ
た

が
、
十
九
日
発
表
の
「
核
軍
縮
に

関
す
る
Ｇ
７
広
島
ビ
ジ
ョ
ン
」
は

真
逆
の
方
向
を
示
し
た
。
被
爆
者

組
織
・
反
核
団
体
は
、
こ
の
文
書

に
示
さ
れ
た
、
核
武
装
を
正
当
化

す
る
「
核
抑
止
論
」、
こ
れ
ま
で

の
Ｎ
Ｐ
Ｔ
文
書
に
明
記
さ
れ
た

「
核
兵
器
廃
絶
」
の
約
束
や
九
二

か
国
が
署
名
し
た
核
兵
器
禁
止
条

約
を
完
全
に
無
視
す
る
核
軍
縮
に

背
を
向
け
た
態
度
を
痛
烈
に
批
判

し
た
。
ま
た
文
書
は
、
ロ
シ
ア
に

よ
る
「
核
兵
器
使
用
の
威
嚇
」、

中
国
の
「
透
明
性
を
欠
い
た
」
核

戦
力
の
増
強
、
朝
鮮
の
「
核
兵
器

及
び
既
存
の
核
計
画
、
並
び
に
そ

の
他
の
大
量
破
壊
兵
器
及
び
弾
道

ミ
サ
イ
ル
の
計
画
」
を
非
難
し
、

こ
の
三
国
を
核
軍
縮
と
反
核
運
動

の
重
大
な
敵
対
者
の
よ
う
に
扱
っ

た
。
だ
が
、
米
国
主
導
の
西
側
帝

国
主
義
が
一
貫
し
て
こ
の
三
国
に

対
し
幾
倍
幾
十
倍
も
の
核
の
脅
威

を
与
え
続
け
て
い
る
事
実
に
は
い

っ
さ
い
目
を
つ
ぶ
る
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
を
歴

史
的・構
造
的
に
み
る

ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
は
、
二
〇
二
二

年
二
月
二
十
四
日
の
ロ
シ
ア
に
よ

る
「
特
別
軍
事
作
戦
」
か
ら
は
じ

ま
っ
た
の
で
は
な
く
、
西
側
帝
国

主
義
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
の
も
と
二

〇
一
四
年
に
「
マ
イ
ダ
ン
革
命
」

で
権
力
を
掌
握
し
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ

の
親
フ
ァ
シ
ス
ト
政
権
が
同
国
東

部
地
域
の
ロ
シ
ア
語
を
話
す
人
び

と
に
対
し
て
行
な
っ
た
軍
事
攻
撃

に
端
を
発
し
て
い
る
。
攻
撃
は

年
々
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
、
ロ
シ
ア

侵
攻
の
直
前
、
二
〇
二
二
年
二
月

十
六
日
以
降
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
の

ド
ン
バ
ス
の
住
民
へ
の
砲
撃
は
劇

的
に
激
し
さ
を
増
し
て
い
た
。

さ
ら
に
長
い
ス
パ
ン
で
見
れ
ば
、

本
は
Ｇ
７
輪
番
議
長
国
と
し
て
、

Ｇ
７
広
島
サ
ミ
ッ
ト
の
一
連
の
活

動
及
び
共
同
声
明
の
中
で
関
係
国

と
と
も
に
中
国
を
中
傷
し
、
中
国

の
内
政
に
乱
暴
に
干
渉
し
、
国
際

法
の
基
本
的
原
則
と
中
日
間
の
四

つ
の
政
治
文
書
の
精
神
に
背
き
、

中
国
の
主
権
と
安
全
、
発
展
の
利

益
を
損
ね
た
。
中
国
は
こ
れ
に
強

い
不
満
と
断
固
た
る
反
対
を
表
明

す
る
」
と
抗
議
し
た
。

五
月
十
九
日
の
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に

関
す
る
Ｇ
７
首
脳
声
明
」
は
、
ロ

シ
ア
の
「
軍
事
行
動
」
を
「
違

法
、
不
法
な
い
わ
れ
の
な
い
侵
略

戦
争
だ
」
と
糾
弾
、「
わ
れ
わ
れ

の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
支
援
は
揺
る

が
な
い
」
と
し
、
ロ
シ
ア
へ
の
新

た
な
制
裁
と
制
裁
回
避
対
策
の
強

化
を
盛
り
込
ん
だ
。
わ
れ
わ
れ

は
、
た
と
え
そ
れ
が
防
衛
的
な
性

格
で
あ
っ
て
も
、
昨
年
二
月
か
ら

の
ロ
シ
ア
に
よ
る
軍
事
行
動
を
容

認
す
る
立
場
に
は
た
た
な
い
。
し

か
し
、
プ
ー
チ
ン
政
権
に
そ
う
し

た
選
択
を
強
い
た
の
は
、
西
側
帝

国
主
義
が
進
め
る
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
東

方
拡
大
で
あ
り
、
そ
れ
が
ロ
シ
ア

に
与
え
た
核
攻
撃
を
も
含
む
極
度

の
軍
事
的
脅
威
だ
。
西
側
帝
国
主

義
と
そ
の
代
理
人
た
る
ウ
ク
ラ
イ

ナ
の
親
フ
ァ
シ
ス
ト
政
権
（
ゼ
レ

ン
ス
キ
ー
た
ち
だ
！
）
こ
そ
が
今

次
の
戦
争
を
引
き
起
こ
し
た
元
凶

で
あ
り
、
か
れ
ら
は
現
在
も
そ
の

継
続
と
拡
大
を
欲
し
て
い
る
。
ウ

ク
ラ
イ
ナ
支
援
・
ロ
シ
ア
へ
の
制

裁
は
断
じ
て
平
和
を
も
た
ら
さ
な

い
。
い
ま
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は

即
時
の
停
戦
と
和
平
交
渉
の
開
始

で
あ
る
。
そ
の
点
か
ら
わ
れ
わ
れ

は
、
二
月
に
中
国
が
発
表
し
た

「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
の
政
治
的
解

決
に
関
す
る
中
国
の
立
場
」
に
示

さ
れ
た
提
案
を
支
持
す
る
。

岸
田
は
「
核
の
な
い
世
界
」
へ
の

お
ぞ
ま
し
い
茶
番
劇

五
月
十
九
日
か
ら
二
十
一
日
、
Ｇ

７
広
島
サ
ミ
ッ
ト
が
開
か
れ
た
。

二
十
一
日
に
は
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
が

参
加
し
、
こ
の
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
・
ウ
ク

ラ
イ
ナ
フ
ァ
シ
ス
ト
の
操
り
人
形

に
過
ぎ
な
い
人
物
を
反
核
・
平
和

の
崇
高
な
戦
士
に
仕
立
て
あ
げ
る

実
に
お
ぞ
ま
し
い
茶
番
劇
が
演
じ

ら
れ
た
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
広
島
で
の
こ

の
男
の
行
動
を
逐
一
放
映
し
、
一

部
の
民
放
も
既
定
の
番
組
を
取
り

や
め
、
か
れ
の
平
和
公
園
で
の
献

花
の
様
子
を
伝
え
た
。

こ
の
会
議
は
、ウ
ク
ラ
イ
ナ
支
援

の
強
化
と
ロ
シ
ア
制
裁
の
徹
底
、

中
国
、朝
鮮
へ
の
包
囲
網
を
よ
り

強
固
に
す
る
方
針
を
打
ち
出
し

た
。そ
れ
は
西
側
帝
国
主
義
の
世

界
制
覇
戦
略
を
忠
実
に
反
映
し
た

も
の
で
あ
っ
た
。ゼ
レ
ン
ス
キ
ー

の
戦
争
継
続
・
徹
底
抗
戦
、軍
事

支
援
の
強
化
を
訴
え
る
好
戦
的
主

張
が
称
賛
さ
れ
た
。バ
イ
デ
ン
は

さ
っ
そ
く
新
た
に
三
億
七
五
〇
〇

万
ド
ル
相
当
の
弾
薬
や
装
備
品
の

供
与
、Ｆ
16
の
欧
州
各
国
か
ら
の

供
与
の
容
認
を
約
束
、岸
田
も
ト

ラ
ッ
ク
な
ど
の
自
衛
隊
車
両
一
〇

〇
台
と
缶
詰
な
ど
の
「
糧
食
」三

万
食
分
の
提
供
を
申
し
出
た
。

多
く
の
死
傷
者
を
出
し
核
戦
争
・

世
界
大
戦
に
ま
で
行
き
着
く
危
険

性
を
有
す
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
を

一
刻
も
早
く
終
結
さ
せ
る
た
め
の

イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
は
封
殺
さ
れ
、

逆
に
戦
争
を
長
引
か
せ
拡
大
さ
せ

る
訴
え
が
支
持
さ
れ
た
。
日
米

韓
、
ク
ア
ッ
ド
の
会
談
も
開
か

れ
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
で
中

国
、
朝
鮮
を
敵
視
・
挑
発
す
る
こ

と
で
高
ま
っ
て
い
る
緊
張
を
さ
ら

に
激
化
さ
せ
る
方
向
性
が
打
ち
出

さ
れ
た
。
中
国
外
務
省
の
孫
衛
東

副
部
長
は
五
月
二
十
一
日
、「
日

「
平
和
」を
騙か

た

る
戦
争
放
火
者
ど
も
の
談
合

世
界
と
日
本
の
現
実
を
さ
ら
け
出
し
た
Ｇ
７
広
島
サ
ミ
ッ
ト

島々を戦場にするな！
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